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1.はじめに

前置詞 inの脱落とその影響

BtLg,(in)V-ingの場合

阿戸 昌彦

(MasahikoAdo)

現代英語には､(1)の斜字体部に見られるように､形容詞 busyに動詞の -ing形

(Wing)が直接後続する例がある｡

(1)a.Margerywasbug,Writingletters.(Quirk,etal(1985:1230))

b.ShewasbugJPrePWingherreport (HuddlestonandPullum(2002,1259))

C.Shewasb叩/Clemu'ngthehouse.

OED には､古くは前置詞 in があったのだが､現在では省略されるようになり､V-ing

は現在分詞との区別が付かなくなっているとあり､多くの辞書 ･文法書も同様の記述を

している｡

(2)0Renwithvbl.N.;inwhichconstructiontheprq).Corrmonlyomitted,sothatdieVbl.N.

becomesindistinguishableibmdiePr.PPle.

Busyinfindingouttheartoffl〕血g.(1713) (S.V.Busylc)

このV-ingをめぐっては､元々は前置詞があったのであるから動名詞である 伊ukuchi

(1976:119))という分析 と､現在では in をとらなくなって現在分詞に転換された

Poutsma(1929:903))という分析とがなされてきた｡カテゴリーがどのように転換してい
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くのかという問題はあるが､｢時代をさかのぼれば､多くは前置詞 in を伴う動名詞構文

であったことから､前置詞があれ古事助名詞､なければ､現在分詞とわりきって考えるの

がよい (irJH(19913:361))｣という考え方がよいように思われる｡

また､このV-ingが生起している構造上の位置について､形容詞葡陪βなのか､それと

も付加部なのかという議論もなされてきた (大童 (1988)､Senfuku(2005)､DeSmet(2013,

forhcoming)など).DeSmet(forhcoming)は､前置詞 inが脱落して､現代英語ではV-ing

は形容詞の補部位置に生起していると述べている｡

しかしながら､英語の変化の過程で､前置詞 inが脱落して busyinV-ingからbusy

V-ingが用いられるようになったことで､busy(in)V-ingという表現の使用に何か変化が

生じたのかどうか､あったとすれば､どのような変化がなぜ生じたのか､という問題を

扱った研究は筆者の知る限りない｡わずかに､DeSmet(2013,forthcoming)が､歴史的に

どのようにbusyV-ingが生じてきたかを論じているだけである.

本稿では､TheCoIPuSOfLateMbdemEnglishTTexts,version3.0(CLMET3.0)､TheCoIPuSOf

HistoricalAm eriCanCo甲uS(COHA)等のコーパスを用いて､busyinV-ingよりも busyV-ing

のほうがより多く用いられるようになったのは後期近代英語の終わり､遅くとも 1860

年代のことであることを検証する｡1そして､inが脱落して busyV-ingが生じた要因を

探るとともに､その脱落によって busyV-ingが､busyinV-ingに比べて格段に多く用い

られるようになってきたことに影響していることを考察する｡

2.BusyinV-ingからの転換

現代英語においては bu町が inV-ingを従えることはきわめてまれになっているとい

う事実を確認することから始める｡現代英語の調査資料として､TheBritishN誠onal

CoIPuS(BNC)､TheColpuSOfContemporaryAm eriCanEnglish(COCA)､CollinsWoTdbmkg

Odine(WB)を用いた｡BNCではbusyV-ingが505例検出されるのに対して､busyin

V-ingはわずかに (3)の2例しか検出されなLlo

(3)a.Theywerealsobug)infollowingthenationalNHSplantoputmoremoneyintoprimary

careservICeS. PNC)

b.IthasbeenseenhowtheThatcherGovemmentshavebeenbug,inim ingthetaxationof

wealthintoavoluntalytax. PNC)
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cocA(2013/8/31現在)からはbusyV-ingが2329例に対して､busyinV-ingが6例しか

検出されない｡WBでは busyinV-ingが1例も検出されない｡現代英語の3つの大規模

なコーパスにおいて､これだけの検出数の差があることから､現代英語においては､busy

inV-ingは用いられることがきわめてまれな表現であるといってよい｡

次に､busyinV-ingとbusyV-ingについて､その頻度が歴史上どのように変化してき

たのかを確認する.末松 ･田島 (1998)はTheModemEnglishCollectionとpublicDomain

ModemEnglishSearchを､福田 (2008)はPJDjectGutenbergをコーパスとして利用し､19

世紀のbusyV-ingとbusyinV-ingの頻度について調査している｡2 ここでは､末松 ･

田島 (1998)の調査結果を挙げる｡

(4) 1800-25 1826150 1851-1875 1876-1900

busyindoing 1(100%) 2(25%) 16(32.7%) 12(13.8%) 31(21.4%)

busydoing 0(0%) 6(75%) 33(67.3%) 75(86.2%) 114(78.6%)

1 8 49 87 145

(末松 ･田島 (1998:17))

表(4)からは1876年以降になるとbusyinV-ingに対するbusyV-ingの使用割合の増加が

顕著になっていることがうかがえる｡福田 (2008)も､おおよそ 19世紀半ば以降になる

とbusyV-ingの使用がbusyinV-ingを上まわるという結果を示している｡3

彼らの調査は､もともと使われていたbusyinV-ingの数が減少し､busyV-ingという

新しい表現形式の数が増え､19世紀半ばには数の上でbu野V-ingの方が優勢になってき

たということを明らかにした｡しかしながら､年代毎のコーパスの規模が明らかでない

ため､データ数だけでは使用頻度の増減を決定することはできない｡

そこで､COHA とcLMET3.0のデータを手がかりに､busyinV-ingとbusyV-ingの

使用頻度の変化を概観することで､検証することにする｡COHAから得られたデータに

よれば､トータルでbusyinV-ingは295例が検出できた｡4 表(5)をみると､1850年代の

64例､100万語あたりの出頭頻度3.89をピークに busyinV-ingは減少に転じ､1930年

以降は散発的にしか用いられていないことがわかる｡
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(5)

1810 1820 1830 1840 1850 1860 1870 1880 1890 1900

2 27 28 33 33 24 17 13

1910 1920 1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000

0.31 0.23 0.04 0.08 0.08 0.00 0.00 0.00 0.04 0.00

(上段がデータ数､下段が100万語あたりの頻度)

次に､COHAでの busyV-ingの使用頻度についてみる｡トータルで2094例が見つかっ

た｡

1810 1820 1830 1840 1850 1860 1870 1880 1890 1900

2 3 12 23 56 43 67 110

1910 -1920 1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000

163 175 156 163 184 152 150 16.1 202 . 194

(上段がデータ数､下段が100万語あたりの頻度)

1850年代から1860年代にかけて､ busyinV-ingのデータ数が 64例から35例に減少

したのに対して､busyV-ingは29例から49例に増加している.100万語あたりの使用

頻度はbusyinV-ingが3.89から2.05に低下したのに対して､ busyV-ingは1.76から

2.87に上昇している｡この時期に逆転していることがわかる.また､逆転した後も､busy

v-ingの100万語あたりの頻度の値は上昇を続け､19世紀初頭に比べ20世紀に入るころ

4倍程度になり､その後ほぼ安定している｡
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イギリス英語のCLMET3.0についてもほぼ同様の結果が得られる｡COHAと同様の細

かい時代分けでの調査には至っていないが､busyinV-ingにはトータルで56例が検出で

きた｡1710-1780年の27例､100万語あたり2.57から､年代を経る毎にbusyinV-ingの

使用頻度が下がっていることがわかる｡

(7)busyinV-ing

1710-1780 1780-1850 1850-1920

データ数 12

一方､busyV-ingはトータルで143例であった｡1710-1780年の6例､100万語あたり

0.57から､1780-1850年に56例､100万語あたり4.96､ 1850-1920年に81例､100万語

あたり6.42となっている.検出されたデータ数､100万語あたりの頻度ともに10倍以上

に急激に高くなっている｡

(8)busyV-ing

1710-1780 1780-1850 1850-1920

データ数 81

100万語あたり -6.42

CLMET3.0の検索結果からわかるように､イギリス英語では 19世紀前半で､既にbusy

V-ingがbusyinV-ingを上回る頻度で用いられるようになっていた｡また､20世紀に入る

ころの 100万語あたりの頻度がcOHAの結果とほぼ同じ6.42にまで上昇していること

も興味深い｡

以上のことから､イギリス英語では18世紀末から19世紀前半にかけ､アメリカ英語

ではやや遅れて1850-JO年代に､busyV-ingが busyinV-ingを上回って用いられるよう

になる変化が起きていたことが明らかになった｡さらに､busyV-ingは busyinV-ingに

取って代わっただけではなく､その使用頻度を急激に高めたことがわかった｡

3.前置詞 in の脱落の過程
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前節では､busyV-ingが19世紀半ばには busyinV-ingをデータ数 ･頻度の上で上回

るようになっていたこと､さらに､データ数 ･頻度で単に逆転しただけではなく､busy

v-ingは､それまでの busyin V-ingよりもずっと高い値まで､使用頻度を急速に高めて

いったことをみた｡このことは､単にbusyinV-ingから前置詞 in が脱落して busyV-ing

と交替しただけではないことを示している｡前置詞 in の脱落によって､急激に busy

v-ingの使用頻度が高くなったのはなぜか､という疑問が生じてくる｡この疑問に答え

るために､そもそも､前置詞 in の脱落がどのように進んだのかを考えることから始め

ることにする｡

前置詞 in の脱落には少なくとも2つの要因が関わっている｡1つには､in の音的な

要因､つまり､弱化である｡2つめは前置詞 inの意味の希薄化 ･働きの消失という要

因である｡

発音が要因であることから見ていこう｡cLMET3.0に見つかる2つの例を挙げる｡

V-ingの前に "a-"があることに注意されたい｡

(9)a Youmustknow,S吐ashow,dlenb血inganddrinkngthewatersisoveI;andyour

Honourandsuch-1ikefinefolkareallbusyかd肌Ch等WeServantm le,sometimesget

togethertoalesserrerroom,Page168]andhavealidehopofourown.

(1776,CIJMET3.0)

b.pThenitdoubtlesswas也eSignor;SaidEmibr.'Ono,maramselle,itcouldnotbehim,forIle氏

himbusva,quarreuinginmyhdy'sdressing-room!H (1794,CLMET3.0)

(下線部は筆者による)

GoogleBooksで調べてみると､(9)のようにinではなく à'がV-ingの前に生じた例は､

18世紀半ばから20世紀初頭までみられた｡

(10)a He-sbusyadi甲dchingsomesickfolks,andrllgotellhimthatyouarehere. (1751)

b.OneSundaymomhgIwasbusyawashingtherooms,andIsawseveralpeoplefollow

himintothedlamber. (1810)

C. Andlhsureifeveramaidis的 Itiswidlheramstotheelbowsbare,Andalidecq)

onhertidyhair,Busya-making:bread. (1885)
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d.Le rdBukeleyandMr.Baylqyarebusva-canvassing,butinallprobabilib,tonomarmerof

pupose,onゅforsakeofqppos祉ion. (1907)

busyinV-ingからbusyV-ing-の移行期に､V-ingの前に à'を持つ例があることは､進

行形やgov-ingの発達を思い出させる｡5 visser(1984:1095)によれば､Heishnting.と

いう進行形も歴史をさかのぼれば､前置詞 onをとる形式であった｡

(ll)Heison(in)hunting･>Heisahunting･>Heishunting･

(12)a.whylethemamwasinbebnge,Ispyedalytlepuseofhishangynge (1533)

b.ThisTreeIwasthreeDaysacuttingdown.(1719)

(小野 ･伊藤 (2009:123))

V-ingの前の前置詞 on(in)は弱化Laとなり､やがて､aの音が脱落して現在の形式と

なった｡

gov-ing ｢～Lに行く｣という表現も､その発達の過程においては､V-ingの前に前

置詞 on(in)の弱形a(n)があり､それが脱落して､goV-ingの表現形式ができた､とい

われている｡

(13)a Iwentafishing.(1719)

b.hewoddgoashooting(1813) (ibid.:145)

Jespersen(MEG,IV,12.2(3))は､busyaV-ingの例は挙げていないが､進行形のbeやgo

に後続する位置において ｢前置詞+V-ingJの前置詞 が弱化していくのと同じで､英語

の歴史的変化における大きな流れの中の1つの事象として､busyV-ingをとらえている.

BusyaV-ingの例が確認できたことは､この考えが正しいものであることを示しているO

'Busy'の発音佃izi/の終わりが/i/で､後続するin(/hr)と同音であることから､連結して

しまうことも予測される｡語尾の血/が脱落しやすいことは､屈折接辞の語尾の水平化を

考えればあきらかである｡/i/が前の語に吸収され血/が落ちやすいとすれは inの脱落を

早めることにつながったとも考えられる｡6

V-ingの前の前置詞 on(in)が弱化して aと発音される傾向があったとしても､busyin
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V-ingにおいて､in の意味 ･働きが重要なものであれば､完全に脱落してしまうとは考

えにくい｡次に､inの意味の希薄化 ･働きの消失という要因を考える｡

前置詞 in があっても､それがないときの解釈と同じような解釈が可能であるとき､

in の意味 ･働きが弱くなっているということができよう｡これまでの研究では､2つの

状況が取り上げられている｡

前置詞 in には様々な意味があるが､busyinV-ingでの意味は､"Ofoccupationand

engagement(S.V.OEDlla)"｢従事して｣が考えられてきたようである｡ S̀pendTTME'に続

くinV-ingもここに用例が挙げられている.V-ingに示された行為をしていることに従事

して忙しいわけであるから､そのように考えるのは自然かもしれない｡しかし､本稿で

は､後述するように､busyinV-ingの in は､｢(ある事柄)に従事して｣というよりも

｢(ある一定の時間)の中で｣という時間に関する意味合いが強かったのではないか､と

いうことを提案したい.そのほうが､busyinV-ingについて inが脱落しても構わないく

らいその意味が軽くなるような状況があったと考えやすいからである｡先行研究の中で

は､現代英語と歴史的変化のそれぞれにおいて1つずつ､そのような状況が示されてい

る｡

一つ目はinがあっても､それがない場合と違いがない解釈ができる場合である｡大室

(1988)は､現代英語において busyが前置詞を取ることなくVingを取ることに対して､

動的文法理論の枠組みを用いて説明を試みている｡7その中で､前置詞なしにV-ingを

とる述語は､busyを含め､spendTIMEなど時間･労力の消費に関わるものに限って､(15)

の構造でありながら､(14a)に加えて､(14b)の解釈をしても､そこに意味の差を感じさせ

ないとしている｡8

(14)MasaowasspendinghisvacationinworkingattheMatsumOtofactoryinTokyo.

乱 従属 :マサオは､東京の松本工場で働くことに彼の休暇をついやしていた｡

b.対等 :マサオは､東京の松本工場で働きながら彼の休暇をすごしていた｡

(大童 (1988:56))

(14b)の ìnV-ing'の解釈は､従属節でありながら､主節動詞句と対等の関係で､主節主

語の状態 ･様態を叙述している｡このとき､厳密には(14b)の解釈に対応する統語構造が

ない状態となっている｡子どもが既に習得しているであろうcomeV-ingのような構文で
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あれば､意味的にも統語的にも､主節主語を叙述する位置が確保されている｡そこで､

(16)の構造をモデルに､busyVingのような例においてもV-ingを主節に繰り上げ､派生

的な構造を生み出すのだと主張している｡

(15)BasicS机ICture

NP

V NP

Masao spend hisvacation

(16)Model

John Came

(I7)DerivedSbcture

NP

in PRO

VP
電5ii 欝

V PP
J l璽 亭 i早 戸 !『

working atthefactory

S
//一一一一一､NP

Masao spendhisvacation PRO
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そして､派生構造においては ｢もはや､従属を示す前置詞 in は､その機能を失い (中

略)､脱落することになる 佃.58)｣と述べている｡

(14)に倣って､busyinV-ingに置き換えて考えるなら､ìnV-ing'には元々の ｢～する

ことに忙しLY14aに相当)｣という本来の意味に加えて､実質意味の違いがない ｢～して

いで忙しい (14bに相当)｣という解釈ができる｡後者の解釈に合う構造がない状態を解

消しようという力が働いて､V-ingは主節要素に繰り上がり､機能を失ったin が脱落す

る､ということである｡元々の解釈の方は､ inに ｢従事して｣の意味合いがある解釈

となっている｡これを ｢(時間)の中で｣とすると､｢～している (時間の)中にあって

忙しい｣となる｡｢～していで忙しい｣と実質違いがないことでは変わらないかもしれな

いが､よりお互いが近い意味合いに感じられるo(14b)のような busyinV-ingの解釈が

より発生しやすくなると考えられる｡

COHAの検索結果によれば､go/comeving が急激に頻度を高めたのは1820-50年代

にかけてである｡BusyV-ingが増えた時期とあまり差がないか､若干早いだけである.

歴史的に見ても､go/comeV-ingがモデルとなり得るかどうかの検証が必要である｡しか

しながら､重要なのは､前置詞 in の有無にかかわらず､実質的には意味の違いがない 2

通りの解釈が可能な状況があるということである｡前置詞 in があってもなくて同じ内

容を伝えることができるのであれば､in の働きは弱いということになる.

もう一つは､busy(in)V-ingとは別の表現形式であるが､同じ解釈ができる場合であるo

DeSmet(2013,fordlCOming)は､busyV-ingの出現について､英語の歴史的変化の視点か

らの説明を試みている.彼は､busyV-ingはbusyinV-ingからではなく､分詞構文から

派生したと主張している｡

(18)'他eearliestinstanceofIPCcorbhlCdonsmostlyaroseinenvironmentsthatgaveoccasionfor

reinterpretation丘omadverbialstocomplementorcomplement-likeclauses"

PeSmet(2013:122))

IPCOntegratedPadcipialClause)は､前置詞なしにbusyに続くV-ingのことを指す｡彼は､

(19)において､カンマの存在が無視されるならば､busyにV-ingが続く例の多くは葡陪β

節として解釈しても実質的な違いが生じないと言うO分詞構文での副詞節 V-ingは､主

節主語が忙しいと話者が言っていることを正当化する情報を追加する｡いっぽう､補普β
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(に準ずる)節の解釈では､主節主語の行為をV-ing節において記述された行為に絞り

込むことによって､述語の意味上の範囲を制限する｡どちらの角軟 でも､｢V-ing節は主

節主語が何をするのに忙しいかを記述する｣ことになる､というのである｡

(19)a.Up,andtotheo氏cebetimes;andthereallthemomingverybugiCausingpaperstobe

enteredandsorted,toputdieO成ceinordertoagainsttheParliament.(1666,PPCEME3)

b.¶lenCetookcoachandIal1alonetoHydeParkl…],andsoal1血eeveningindlePark,

beingalittleunwillingtobeseenthere,andatnlghthome,andtheretoW.Pen'Sandsat

andtalkedtherewidlhiswifeandchildrenagoodwhile,hebeing也墜inhiscloset,I

believeprepwinghisdefenceinParliament,andsohometobed.

(1668,DailyofSamuelPepys)

C.Wh ennaturewasmostbusie,dieBrstweeke/Swacuingthenew-bomeeadlGodseemed

tolike,/Thatsheshouldsportherselfesometimes,andplay,/Tomingle,andvarycoloulS

eueryday.

d.Mr.JolmCollinsdeposed,[...]ThathesawthePrisoner,whohadaBlackPatchuponhis

Nose,intheHouseFiveorSixMinutes,verybugibrazkingtheSashesandFram esof也e

Wlndows; (1716,ProceedingsoftheOldbailey)

e.andbyCourseanewConsolidatorbeingtobebuilt,dleyWereaSbusieasever.Bkkling,

oHwing,伽 cwing,Bりdng,Selling,andJobbingofFeadlerStOWhobidmost;and

notwithstandingseverallatewholesomeandsbictLawsagainstal1mannerofCollusion,

BriberyandclandestineMethods,intheCoun triesprDCuringtheseFeatures;…

(1705,CLMEp

PeSmit(2013:115り)

そして､同じ喜将司的解釈を持つinV-ingが葡陪B(に準ずる)位置にあることをモデルに､

V-ingが構造的に主節要素に再解釈されたと主張する.彼の提案では､分詞構文の現在分

詞であったV-ingがinV-ingに代わって生起するようになったことになる.

(20)…,nearlyallIPCconstructionshavesemanticequivalentsofthiskindinthefom of

prepositionallymarkedgerundconstructions,andtheseequivalerLtSmaybethoughtofas
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providingthemodelonwhichthereinterpretation血madverbialtoIPCtakesplace.

(ibid.:121))

彼は､分詞構文の副詞的 V-ingを主節に対する ｢理由｣(Sinceや as節になるもの)の

ように解釈しているようなのだが､この副詞節も ｢～しながら ｣(while節)と解釈する

ならば､busyinV-ingの in を ｢～している (時間の)中で｣と解釈したときと､実質

的な違いがない解釈と取りやすくなる｡Busyに後続する要素が､inV-ingでなくても､

(,)V-ingで十分同じ意味を表せる､ということになる｡分詞構文の副詞節であるから､

表記上の ,̀(カンマ)'や音声上のポーズなどをどのように処理して無視するのかは別の

問題として､busyの後に開変声る in のない V-ingが､inV-ingと同じ解釈を持ちうる

ことは､それだけ busyinV-ingの in の存在価値を弱めていることになる｡

COHAを検索すると､分詞構文のV-ingがbusyに後続する例が 19世紀前半から増え

ていく｡そして､1860年代には 14例と他の年代よりも多くみられるようになる｡しか

し､この年代ではもう既にbusyV-ing-の転換が進んでいるはずである.したがって､

busyV-ing-の転換につながるほどの頻度で､busyinV-ingとの競合があったかは疑問

である｡ここでは､分詞構文のV-ingであっても､busyと隣接する位置で､busyinV-ing

のinV-ingと意味上同じ働きをする可能性があることがわかったことにとどめることに

する｡

大童 (1988)､DeSmet(2013,fodhcoming)の両提案をこれ以上詳しく検証していくこ

とは別の機会にゆずることにする｡前置詞 in の脱落について重要なのは､inが音声的

に弱化していく中で､inV-ingの表項形式のままでも､分詞構文のV-ingであっても､主

節主語がV-ingに示された行為を行っていて忙しいという点で､busyinV-ingと実質的

な意味の違いがない解釈ができる状況がありえたことである｡前置詞 in の有無にかか

わらず､そのような解釈が可能であることは､山 の機能が弱まっていたことを意味し､

その脱落を加速させたといってよいであろう｡このことを踏まえると､おおよそ､次の

ようなイメージが考えられる｡

(21)busyinV-ing ･j busyaV-ing -i busyV-ing

inの音的弱化

inの働きの弱化
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4.前置詞 in の脱落の影響

BusyinV-ingの前置詞 in が音声的にも､機能的にも弱化し､19世紀半ばには脱落し

た｡その後､busyV-ingの使用頻度が急速に高まっていった｡また､後期近代英語(COIiA

の 19世紀ごろ､CLMET3.0)からの busy(in)V-ingの例を現代英語 (BNC､COCA､

WB､さらにCOHAの20世紀に入って以降)からの例と見比べてみると､頻度が高く

なっているだけでなく､用いられている動詞がかなり変わっていることに気付く｡単に､

形式上busyinV-ingとbusyV-ingが入れ替わっただけではなく､前置詞 in の脱落が

busy(in)V-ingの使用に与えた影響での現れであろう0本節では､busyV-ingには､busy

inV-ingに生起していなかった類の動詞が現れるようになったことと､busyV-ingの使

用頻度が busyinV-ing以上に高くなったことに前置詞 in の脱落が深く関わっている

ことをみる｡

4.1 BusyinV-ingの動詞

19世紀前半にbusyinV-ingのV-ingに生起していた動詞に比べて､現代英語で busy

V-ingのV-ingに生起する動詞の種類は格段に増加している｡busyinV-ingに生起してい

た動詞は､COHAで 195種類､CLMET3.0では41種類が確認された｡それに対して､

busyV-ingに生起している動詞の種類は､BNCで430種類､COCAで602種類､wBで

はやや少ないものの140種類を確羅することができた｡また､coHAには607種類の動

詞が見つかった｡BusyinV-ingに高い頻度で現れる動詞､busyV-ingに高い頻度で現れ

る動詞はどのコーパスでもほぼ.一致している｡したがって､それぞれの表現形式に好ん

で用いられる動詞の傾向は十分につかむことができると思われる｡

COHAとCLMET3.0両方のコーパスで busyinV-ingに生起していた動詞は､大半が

1回限りの検出で､複数回同じ動詞が用いられていることの方が少ない｡COHAのデー

タで､より多く見つかった上位の動詞は以下の通りである｡

(22)make(16),get(12), prq)aring(ll),collect(6),bring(5),cut(4),devise(4),

discuss(3),foment(3) (()内の数字は検出された例の数)

頻度が高い動詞といっても､10例以上が見つかったのは3つの動詞 (make,getと

prepare)だけであるoCLMET3.0ではコーパスの規模にもよるかもしれないが､複数回
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用いられているものがわずかしかない｡

(23)make(5),prepare(5),tum (3),adjust(2),m nge(2),pack(2),W血e(2)

ここで興味深い事実は､｢準備する｣という内容を表すものが多いということである｡

CLMET3.0では prepareはもっとも多く用いられた動詞であり､COHAでも3番目に多

い.また､COHAのmakeの16例の中には makepreparationsが5例､getの12例中に

は get(.‥)ready,get(…)inreadinessが3例､何かの準備をすることを表している表現が

含まれていた.そのほかの arrange(手配する)やpack(荷を詰める)､make(何かを作

る･調理する)といった動詞もまた､何かに向けて ｢準備をする｣ことに似た意味を表し

ている｡このことから推察すると､busyinV-ingという表項形式は､ある程度限られた

意味 (準備をすること)との親和性が高いといえる｡

(24)aThehalf-breedshadkindledthefire血 sh,andwelt:busvinDreDaringbreakBLSt.

(1848,COHA)

bJlehadbuttwofollowerswithhintandtheywereeventhenb鵬Ⅴinmakingprel)arations .

(1845,COHA)

C.Wewereallnowverybusyingedngthings些疫forsea. (1849,COIiA)

(25)乱Wh ilstmyththerwaswritinghisletterofinstruCtions,myunclerITobyandthe∝叩Oralwere

busvinDreDaringeve叫 lingfortheattadL (1759･67,Cu止m .0)

b.Atthedawnofday,heperceivedthatthesavageswereatwo血,也如theyhadcollectedallthe

払ggotsbgedlerqPPOS祉etowheretheoldhotBehadshod,andwereveryb岬yinmaking

anwgemenu+entsfortheattack. (1841,Cuum .0)

｢準備をする｣ことにも当てはまることであるが､(in)V-ing全体の解釈については､も

う1つ特徴がある｡V-ingに生じている動詞によって表されている行為は､ある一定の

時間をかけて何かを達成することを表している｡例えば､上の(24a)では､朝食準備はそ

れが終わるまでにいくらかの時間がかかっており､その間いろいろと作業をして時間を

取られるから｢忙しい｣のである｡｢準備をすること｣以外の意味で用いられている make

や getの例でも､V-ingに表されている行為は､何かを達成するまでの ｢ある一定の時
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間｣にいろいろと骨折りをしていることを表している｡(26a)ではプードルが座るまで

の時間､(27b)では証拠を得るまでの時間､主語になっている人はそのことに時間を敬

られて忙しかったと解釈できる｡

(26れ Thesewordswereaddressedtoapale,quiet-lookingpemn,whosatopposi晦andwa虫

inmakingawretched.shavedPoodlesitonhishindlegsinadhair,byhismaster'sside,and

holdashortclaypipeinhismoudl, (1826,COHA)

b.Bemard,01ivel;andH血 sonwerebusyin geainEevidenceagainstthePahiotsofNew

England,e甲∝ialbagainstAdams. (1855,COHA)

このことは､前置詞 in の意味を ｢(～している)時間の中で ･にあって｣とすること

にも合っていて､不都合を生ずるものではない｡

4.2 Bu野 V-ingの動詞

前節でbusyinV-ingでは ｢達成までのある一定の時間､何かに従事 (特に準備)する｣

という解釈になる動詞が多く見られたことを示したO現代英語の BNC,COCA,Collins

wodbankyOnlineとCOHAから得られたデータでは､そのような解釈に当てはまらない

ものが急速に増えている｡

上で述べたようにそれぞれの動詞の用例数も､その種類も現代英語では大きく増加し

ている｡BusyV-ingに生起している動詞で頻度の高いもの10位までを(27)に示すと

(27)BNC:try(43),do(32),look(32),work(29),collect(20),get(13),make(12),

put(ll), organize(8),prepare(8),take(8)

COCA:try(262),do(123),work(114),look(90),get(74),be(71),make(13),

watch(48),put(42), take(39)

WB:by(30),work(18),do(15),make(ll),look(9),waぬh(9),get(6),play(6),

talk(6)go(5),put(5)

COHA:try(181),get(117),make(86),look(72),do(65),work(50),put(49),

watch(44), take(40), be(38)
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どのコーパスでも-番多く例が見つかったのは tryであった｡そのほか､do､wo血､look､

putも上位に入っているが､いずれもbusyinV-ingではほとんど用いられていなかった

ものである｡

(28)乱刀leNavyisbusy叫 ngtosavedieShip.

b.Webtoobusytqingtoavoidthebullets.

(29)aYouhavetokeg)busydoingsomething.

(2002,COHA)

(BNC)

(2007,COCA)

b.Peggydidnotgouptoapologisetohergreat-grmdmodler;ShewastoobusydoingAle

workdlathadbeenRosieTsroutine. PNC)

(30)a.ThisweekendJimwasbusyworkingOnhisroofbuthehadnoideawhenhe'llhaveit

secured. (1992,WB)

b.Mymomcouldhavetaughtme,butshewassobusyworkingforus. (2002,COCA)

一方､busyinV-ingでもっとも親和性が高いとみられる pr甲areの頻度は他に比べて高

くなっておらず､BNC以外では10番目までに入っていない｡BusyinV-ingでよく用い

られていた動詞が引き続きbusyV-ingでも用いられているのは､makeと getを除いて

はほとんど上位にない09

BusyinV-ingで多く用いられた prepareがbusyV-ingであまり用いられなくなったと

いうことではないoCOHAからのデータによれば､100万語あたりの頻度がbusyinV-ing

では概ね0.05(1850年代に突発的に0.24)であるが､busyV-ingでは100万語あたり0.10-

0.20程度で推移している｡

(31)a.busyinpreparing

FREQ 0 0 1 1 4 1 1 0 1 1 0 000 000 0 1 0

b.busypreparlng

REQ 0 0 0 0 0 0 2 2 4 5 4 3 10 3 2 5 1 8 3 1
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使用頻度としてはbusyinV-ingよりも若干高くなっている.ただ､他の動詞ほどには高

くならなかっただけなのである｡おそらく､busyinpreparingが表していたことはbusy

preparingに引き継がれたものの､前置詞 inが脱落したことの影響をあまり受けず､頻

度の上昇が大きくならなかったのであろう｡ 10

上で挙げた doや work,また､beといった busyinV-ingではあまり用いられなかっ

た動詞が､前置詞 inが脱落したあとで急増した理由を考えたとき､busyinV-ingが表

していた意味が重要なポイントになる｡前置詞 inの ｢ある一定の時間の中で･におい

て｣という意味に注目されたい｡脱落してしまうと､V-ingによって表されている行為

は､何かを達成するまでの ｢ある一定の時間｣というようなものを考える必要はなくな

ってくる｡次のような例を考えてみよう:

(32)aYouhavetokeg)busydoingSOmethina(-29a)

b.Peggydidnotgotptoaplogisetohergreat-grandmother;shewastoobusydoi叩 the

蜘 hadbeenRosielsroutine.(〒29b)

(33)aⅥlisweekendJimwasbusywoddngonhisroofbuthehadnoideawhenhe判haNeit

secured.(-30a)

b.Mymomcouldhavetaughtme,butshewassobusywoddngfor鵬.(-30b)

(32a)は ｢何かをして忙しくしている｣ということであるから､何かしていることと忙

しいことが同時のことであり､ある一定期の間何かしている必要はない｡(33a)は仕事

が終わるまで何時間か働くのだが､その間時間を取られて忙しいというのではなく､｢屋

根の上で働いていて忙しい｣ことを表している｡そのほかの例も何かを成し遂げるのに､

ある行為を行っていて､それにある程度の時間を取られて忙しいというのではなく､と

もかくその場で何かしていること自体が忙しいと角締まできるO

また､be動詞にかぎられたことではないが､(34a)のような例も､｢ある一定の時間｣

というinの意味合いがなくなった影響で可能になったものであろう.(34a)は親族の様

態が好転して嬉しく思うばかりである､という解釈である｡｢そのことに時間を取られて

忙しい｣といより､｢その場にあって､嬉しく思うことだけに時間を取られて､他のこと

はできない｣といったようなニュアンスを感じる｡
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(34丸 Thenmyrelationshptookatumforthebetter;andnowrmjustbu附beingblissful.

(1996,COIiA)

b.Sure,wemustembracethatSlmonhasle丑thebuilding,but血sshowneedsadoseof

realibrandeveryorM:istoobusybeingnlceandkindtotelltheseperformerswhatthey

needtohearl (2011,COCA)

このような状況は laugh(笑う)のような瞬時的な動作を表す動詞もbusyV-ingに生

起することを許す｡

(35)SheheardMacDermot,butCellacouldn-tanswerher.ShewastoobusylauglingIuld

twingto五gureoutwhothatguywas. (2012,COCA)

相手のことがわからず､ただ笑ってごまかすしかなく､必死に思い出そうとしていると

解釈することができる｡

このように､前置詞 inが脱落して ｢ある一定の期間｣という意味合いがなくなったこ

とで､その場で何かしているということを表す様々な動作動詞が可能になり､また､そ

の場の状況にあってそのほか何もできない､といったニュアンスでは瞬間動詞､状態動

詞なども可能になってきている､といえる｡

このことを踏まえれば､busyinV-ingでもbusyV-ingでも多く観察される makeのよ

うな動詞があることも説明ができる｡上で､prepa化 について､用いられなくなったので

はなく､ほかの動詞のほうがより多く用いられるようになったために､相対的に頻度が

低いように見えるだけであることを述べた｡同じように､makeについても､busyinmaking

として用いられていた時の意味はそのまま busymakingに受け継がれていると思われ

る｡しかしながら､makeは busymakingの形式でも非常に多く用いられている｡これ

は､prepareと違って､makeが表す､例えば､｢何かを作る｣という行為が､用いられる

場面によって､(36a)のように､ものが完成するまでの間とも､(36b)のように､ものを

作っているその場とも解釈することができるためであろう｡

(36丸Iwastoobusymakingthesecretnidddirmerforthesecretnighthusband.(2003,COfLA)

b.MlooksoverathusbandBen,whoisb腿YmakingP肌Cakes,reading血marechx.
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(2007,COCA)

｢ある一定の時間の中で｣を意味する前置詞 inが脱落したことの影響で､(36b)のよう

な意味で busymakingを用いることができるようになった分､それだけ､makeは頻度

が高くなったのであろう｡これに対し､準備をしているといえば､どうしてもある程度

時間がかかることをイメージするため､prepareは､inが脱落した後の busyV-ingでは

あまり頻度を高めることはなかったのだと思われる｡

使役動詞としてのmakeであっても､行為の完了までの一定の時間とも､その場の行

為ともとれる｡

(37丸 Thesewordswereaddressedtoapale,quiet-1oohlgPerson,dlOSatOPPOSke,andwa虫

inmakingawretched.shavedpoodlesitonhishindleESinachair,byhismaster'sside,and

holdashortclaypipeinhismodl(-26a)

b.ForbuildersarebusymakinghisoBicialDouningStreetresidencesafe丘omterrorist

attack. PNC)

次に､tryがもっとも多くbusyV-ingで用いられるようになったことについて考えて

みる.よく知られているように､̀bytodo'はあることを達成するためにいろいろと手を

尽くす意味合いが感じられる｡

(38)Tarotriedtopasstheentranceexamination.

合格できたかどうかは別として､その目的に向けていろいろなことをしている｡目的に

到達するまでの時間の幅がある.(39)でbusyV-ingにあっても､取り除く､思い出す

までのある一定時間あれこれとして時間を取られているといってもよいであろう｡

(39)a.触 Ⅶ busvtrvingtoremovethedleelsodlqyCOuldrigitwidlaq3are. (COCA)

b.Meanwhilehernlecesand叩 hewⅥ肥化buⅣtrvingto五gweoutwhoAlan-sclientwas.

(COCA)
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(39)に見られるような busytqingの例は､その場の行為による忙しさよりも､busyin

V-ingに近い解釈になるように思われる.前置詞 inが脱落し始めたころから増加してい

ることもあり､busyinV-ingが消失していくことの補充として広まった可能性を捨てる

ことはできないoBusybyingがその場で取り組んでいることを表すことも､in脱落の影

響としてもちろん可能である｡

(40)MrChatichaiChoonhavan,ThailmdTsprimeminister,isbusytqingtoholdhisunstable

coalitiOntogedler. (COCA)

¶yに後続する不定詞には様々な動詞が可能であろうし､行為の達成を意味するものば

かりではなく､さまざまな動詞を取ることができる.BusyV-ingという表現形式で ｢一

定期間にわたる行為に時間を取られる｣ことも､｢その場の忙しさ｣も表すことができる

ことから､もっとも頻度を高くしたと考えられる｡

前置詞 in が脱落して､busyV-ingが一般的になってくるにしたがって､V-ingに生起

できる表現がさらに多様になってきているoTaylor(2012)はインターネットからの用例

として､V-ingに活動ととれないような動詞が生じ始めていることを指摘している｡

(41)a.PickadayandifI'mnotbusyresting,relaxing,ortakingiteasy,wecango丘shing･

b.SimonistoobusylikingKellie.He'llbeintearswhenshegetsvotedoff.

(Taylor(2012:255))

自らの意志で行う行為ではないので､時間を取られて忙しいということとは相容れない

ような動詞である｡これらも ｢ある一定の時間｣休息をとったり､好きであったりする

のではなく､その状況では休息を取るほかない､好きであるしかない､ということを考

えれば､in の脱落で ｢その場で｣の解釈が可能になったことと結びつけられるかもしれ

ない｡

自分の意志ではないことという点では受身形が少なからずbusyV-ingに生じているこ

とも挙げられるoBNCではbusybeingの5例中2例が受身形であった.

(42)a KarenwastoobⅧⅣbeinginterviewdandgedngevenmore魚mousandrich.
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(1994,COCA)

b.FruMller,seatedindlebntrow,wastoobusybeing131easedat伽sqpporhnitytoprovide

herguestswithBee,un甲PeCtedenteぬhmenttoblinkofmuchelse. PNC)

最後に､busyV-ingの使用頻度がbusyinV-ingに比べて高くなったさらなる現象をあ

げる｡前置詞 in が脱落し､その場の行為がすなわち忙しい状態であることを示す用

例の増加は､現在形でのbusyV-ingの急激な増加に現れている｡Busy(in)V-ingに先行

するbe動詞を現在形と過去形にし､その割合を示す｡

(43) COHAによる現在形と過去形

am busyinV-ing 0 Am busyV-ing 5

arebusyinV-ing 12 arebusyV-ing 95

isbusyinV-ing 4 isbusyV-ing 118

現在形 16(16.0%) 218(26.2%)

wasbusyinV-ing 55 - wasbusyV-ing 422

werebusyinV-ing 43 werebusyV-ing 198

全体の割合として 10%近く､現在形の使用割合が高くなっていることがわかる.'Tm

busyworkingnow."のような例では､発話時 (現在)に働いているという行為で忙しい(他

のことに手が回らない)ことを意味していて､現在形でしか表せないoBusyinV-ingで

は､｢あることの達成までの一定の時間｣という制約があるために､その行為が完結する

までどれくらいの時間かがわかる過去形との相性がよかった｡現在形でこそ伝えられる

意味合いが生まれたことで用例数も増えたと考えられる｡

さらに､busyV-ingが一時的な､その場での行為による忙しさになったことで､be劫

詞だけでなく､keepbu野 V-ingでその状態を維持することや､getbusyV-ingでその状態

になるといったことを表す表現が増加したことも､busyV-ingの増加をすすめた要因で

あろう｡

(44丸...bt止theprisonhorseiskeptbusvcanvinghay.
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b.Qpdcaltelescopeswouldgetbusybringtodetectpkn etsarDundthetargetstar.11 (cocA)

前置詞 in の脱落は､busyinV-ingにかかっていた ｢ある一定の時間｣という意味合

いを取り除くことになった｡この影響で､それまでbusyinV-ingと相性がよくなかった､

その場での動作､瞬間的な行為､状態を意味する動詞がbusyV-ingに生起するようにな

った｡表現の意味も広がり､それをするので精一杯､それしかできない､といったこと

も表せるようになった｡結果､busyV-ingはbusyinV-ingに比べ､使用頻度が格段に上

昇することになったのであろう｡

5.おわりに

後期近代英語のF新宅に見られたbusyinV-ingは､前置詞 in の音声的な弱化の流れと､

V-ingとbusyとの関係において､in の有無があまり問題とならない状況があったこと

から､次第に inそのものが脱落していくことになったと考えてきた｡輔萱詞 inが

脱落したことは､busyinV-ingにかかっていた､ある程度の意味制約 ｢ある一定の時間

の行為 (準備)｣が外れたことを意味し､busy(in)V-ingが ト 時的なそq)場の行為で忙

しい状態である｣ことや ｢そのことをするのに精一杯 ･するはかない｣といった解釈に

も使えるよう広がってきた｡このことにより､様々な動作の意味を表す動詞の生起が可

能になっただけでなく､状態動詞にも拡大されていった｡また､現在形での使用や､be

動詞以外の動詞との共起も増加してきたことが､busyV-ingという表現形式が､単にbusy

inV-ingの置き換えでなく､より多く用いられることになった要因であろう｡

古い英語では前置詞を取っていたが､現代英語ではV-ingの前では前置詞が脱落し

たとみなされているのはbusyばかりではなく､SpendTnAE,have(no)diBiculbddiBiculties

といった述語や､slow,late,happyなどの形容詞もよくしられている.ここで考えた in の

脱落の要因が､すべてに共通するものといえるのかどうか､脱落の時期が異なるようで

あるのだが､その時期が前後した理由はなにか｡進行形やgovingなどとの関連はいか

なるものか っ今後､より広い事象を関連づけて考察をすすめていかねばならない｡
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注

1.TheCorpusofLateModemEnglishTexts,version3.0(CLMET3.0)はLeuven大学のDeSmetらが中心

となって構築した近代イギリス英語のコーパスである｡1710-1780年の88作品(約 1000万語)､

1780-1850年の99作品 約 1130万語)､1850-1920年の146作品 約 1260万語)からなり､各時

代でおおよその規模を揃えてあり､時代毎の変化の様子を知るには質 ･量ともにきわめて有用な

資料である.また､COHAは1800年から2009年までのアメリカ英語およそ4億語のコーパスで､

語句の使用頻度の流れを知ることができる｡

2.未松 ･田島 (1998)が用いたTheMdemEnglishCo山ectionは､http:etext.hb.vhBimia.edu/

modeng.brose.h血1から､publicDomainMtxlemEnghshSearchは､htq)J/W .hd.mi ch.edu/enghsh/

pd-modengから､それぞれアクセスすることができる.いずれも後期近代英語の文献を含む大規

模コーパスである｡

3.福田 (2008)は bu野(in)V-ingを含むテキス ト数､サイズ割合という形で対比しているO次は

サイズ割合の当該箇所である｡純粋なデータ数の対比ではないが､1800年を境に頻度の逆転が起

きている点の確執まできる｡

1650-1699 1700-1749 1750-1799 1800-1849 1850-1899

busyindoing 20 57 61 276 404

bu野doing 1 6 13 369 1657

(福田 (2008:32)より)

4.実際には､bu野 と (in)V-ingの間に副詞的な要素が介在する例もあり､実際の数値はもう少し

増える｡以下の検索においても､原則 busy(in)V-ingという､busyと (in)V-ingの間に何も他の

要素を挟まない連鎖でのデータ数である｡

5.検出された例の中には､次のようにaが in を表していることを ()に示しているものがあ

る｡V-ingの前のaがin であることがわかる.

(i)Ndnniehasb∝rlbusy(a-)irollingthisevening."(i.e.,atherironing.)- Eliot.Wesometlmeshdit

omittedbeforegenmds:- "An ddlemiserbeesanbusy(a-)hoardinghoney."- (i.e.,inhoarding.)-

Aldrich.SummlnguP,Imaintainthat... (1902)

6.これが正しいとすると､bus yとin の間に副詞的要素が挟まれさま in の脱落が遅れるというこ

とが予測されるOしかしながら､cLEMT3.0やcoHA見る限りにおいては､busyとV-ingに介

- 23 -



在する要素がない場合よりも遅くまでinが残るとはいえない.

(i) Sosaying,sheuhlkedoutoftheroom,houingona批1ebythew姐asshewe叫andfoundMina

verybuⅣinthekitdlenDu地 山eplates,quee血 dledknives,and仙 pmngedforksonabw･

(1885:CLEMT3.0)

したがって､あくまで b̀usyin"という連鎖において闇 沌落しやすい環境であったとしておくほか

はなvlo

末松 ･田島 (1999:18)は､現代英語においてbtuyinV-ingの例が1例見つかったが､busyと

V-ingの間に介在要素があり､前置詞 in は両者の関係が暖味になることを避けるため､構造上､

意味上の理由から用いられているとしている｡

0Hewasbusy,hesaid,inhavingscmeonesubmittoammkqyiglandoperadm.

7.動的文法理論についてはK勾ita(1977)以降､多くの研究がなされている0

8.Poutsma(1929)はspendや wasteといった動詞に後続するV-ingについて､前置詞が脱落する

のは時間を表す目的語があるときにだけ生じると観察している｡

9.使用頻度の変動を知る上で重要な､prq3a喝W鴫 do,make,beについては､APPm Ⅸ にGoogle

B00ksNTgram VleWerからのグラフを載せた.GoogleBooksNTgram Viewer(htqnSJ伽dks.

googleLCOm/ngwIS/)札 2004年以来 1500万冊を超える書籍をデジタルTとしてきたG00gleが､

そのサブセットとなる520万冊の書籍,およそ 5000億語をコーパス化したものである｡資料の

厳密なチェックはできないものの､複数の語 表現形式の使用頻度がどのように変遷してきたか

を大まかに知るには十分活用できるものと思われるo これらの動詞がbusyinⅥngとbusyⅥng

でどのくらいの頻度の差で用いられてきているかを概観した｡

10.興味深いことに､prqpa児をはじめⅦ鮎やarrangpといった動詞が進行形のbebusuyⅥngと

いう進行形の表現形式に多く現れている｡

0 w血 (4 ,p陀pare(251W血 (17Lnuke,anmge,pack,by,sew,putmovらknit

(ii)α1thiscoldNoverhberdghtgheisbusi如 甲aringfoodforthesixmqialidin,…(1985,COHA)

(iii)IwasinsuchatLmultofrageandmodiAcationthatnotuntilIreadledthelmdingonthebanksof

CahokiaCreek,uheretheboatsweretiedandthemenbusilymakinEreadyforthedqxuture,didI

bethinkmethatIhadleftthehcnBewithoutawordofadieusorthankstomyhostfwhiscodesy.

二番目に多く検出される動詞がprq)areであることや､用意､準備に関わるlTlakeの表現 (make
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preparatiorlS,makereadyfor)が上位にあることは､busyinV-ingで好んで用いられた種類の動詞に

一致する｡この進行形に引き継がれた分､busyV-ingでの頻度が上がらないのか､その関係につ

いてはわかっていない｡

ll.(38b)の例は主語が òpdcaltelescopes'という無生物主語であるo比嶋的な表現であろうが､人

間以外にも使える表現になっていくのかもしれない.
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APPENDⅨ

GoogleBooksN一gram ViewerによるbusyinV-ingとbusyV-ingの使用頻度の変遷について

① busyinV-ingでCOHA,CLMET3.0両方で多く見られた動詞 : prepareとmake

(1)prepare

0Gこ旧0160%

0C･･300140%

008CO120%

0(1ロCOIOO%

0Gt)(39080%

0C300050%

0ODOOO40%

80908020%

003Ⅸ)DOO%
1880

(2)make

80OC･03DO%

888C･0250%

00800200%

00000150%

000COICL1㌔

0,88CqO5Q%

08000こ〉00%

1J:ll.=r)r.Ll:i､こIr汀!.)

1820 1840 1860 1880 lgDe 1920 1940 1960 1989 2000

id奴 mIFr;ejl∂bcHorlocyBI

〕

二 _ " __≡ . _一 ･ . "

1800 1820 1日48 1860 1888 19m 1920

(d2Ck附 VのtRabeuoTfC⊂US)
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② busyinV-ingではあまり用いられていなかった動詞 :try,doとwork

(3)try

OO〇ccI268%

000cc240%

aOOCO22【)鶴

OODOO208%

OOOCOt80%

008CO160%

0000014【3%

OOOCO120%

OOQQO100%

00000D80%

aOOOOD60%

OOO〔氾04O%

0000002C%

aOgCGDDCI%
1880

(4)do

OOeOⅨ)800%

9000BOT00%

O.OCOD06OD%

OOOD005【)0%

0.06000480%

908ODO300%

0800002cc%

O.Oe｡COI08%

000000900%

1820 つ840 1860 1880 1900 'i920 1948

(ch:k(】nheぬbefTorfoc･u3盲

1960 198D

1800 1820 1840 1880 19DO 1920 1946 196G 198O
ieIIC礼m ドLteli出花IfDl血et_SJ

2GDO

196(三 つ980 コC]t)1500 1820 184.3 1860 1888 19DD 192【) 1940

(亡馳如 11rne舶 TBrbCLJSl
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